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　６月１７日から約１か月間、東南アジア周辺海域
等における海賊対策及び日本・フィリピン・インド
ネシア三国合同排出油防除訓練実施のため、巡視船

「つがる」をブルネイ・ダルサラーム国及びフィリ
ピン共和国に派遣しました。
　能力向上支援の専従部門である「海上保安庁モバ
イルコーポレーションチーム（MCT）」は、チーム
初の女性派遣協力官を含む職員らをベトナム海上警
察やパラオの海上保安当局へ派遣し、「法の支配に
基づく自由で開かれた海洋秩序の維持・強化」に貢
献しています。
　また、６月２６日にはインドネシア海上保安機構
と海上安全分野における協力文書の交換をしたほ
か、７月１８日にはロシア連邦保安庁国境警備局長
官との間による「日露海上警備機関長官級会合」が
開催され、引き続き両機関の良好な連携・協力関係
維持していくことで一致しました。

日本・フィリピン・インドネシア
三国合同排出油防除訓練

インドネシア海上保安機構と
海上安全分野における協力文書の交換

日露海上警備機関長官級会合

ブルネイ王立警察との海賊対策にかかる意見交換を実施

世
界
の
海
上
保
安
機
関
と

協
力
深
ま
る
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パラオの海上保安当局の
職員に対し、心肺蘇生法
の実技指導を実施。

MCT初の女性派遣協
力官からべトナム海上
警察の女性職員へ身
体検査の方法を指導。
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　８月３日、専攻科実習生４１名、国際航海実習課程
研修生２名、乗組員４４名を乗せた練習船「こじま」
は世界一周の遠洋航海を終え、広島県呉市の海上保
安大学校に帰港しました。
　今回の航海では、４月２６日に呉を出港した後、太
平洋を横断しサンフランシスコ、パナマ運河を通過し
ニューヨーク、ギリシャ・ピレウス、スエズ運河を通
過しシンガポール、ベトナム・ダナンの４ヶ国５都市
に寄港し、総日数１００日間、総航程約２６，０００海

里（約４８１，５２０キロメートル）に及びました。
　実習生は船舶運航実習や各種訓練を通じ、船艇初
級幹部として必要な知識、技能を修得するとともに精
神力、実践力及び統率力の練成を図りました。
　更に一部の航海では、外国の海上保安機関職員も
同乗し、実習生とともに訓練に励むなど、国際感覚の
涵養と海上保安機関同士の信頼・協力関係の構築・
促進にも努めました。

　近年、海洋プラスチックごみによる汚染が地球的
規模の課題となっているなか、５月３０日から６月３
０日までの期間を「海洋環境保全推進月間」と定め、

「未来に残そう青い海」をスローガンに、次世代を担
う子供たちを中心とした多数の方々に、身近なごみ
が海洋汚染に結びつく現状を体感してもらう等、海

洋環境保全の意識高揚につなげるための取り組みを
各地で行いました。
　また、公益財団法人 日本財団の「CHANGE FOR 
THE BLUE」の取組と連携し、「海ごみゼロウィーク」※１
一斉清掃への積極的な協力・参加などを行いました。

※１「海ごみゼロウィーク」一斉清掃とは
「Plastics Smart（プラスチック・スマート）」を推進する環境省及び「CHANGE FOR THE BLUE（チェンジ・フ
ォー・ザ・ブルー）」を推進する公益財団法人日本財団による海洋ごみ対策に向けた共同事業の１つで、５月３０日
（ごみゼロの日）から６月５日（環境の日）を経て６月８日（世界海洋デー）前後までの期間を「海ごみゼロウィー
ク」として、海洋ごみ削減に向けた全国一斉清掃活動を行い、その取組結果を世界へ発信していくものです。

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

～
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
推
進
～
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練
習
船﹁
こ
じ
ま
﹂世
界
一
周
を
終
え

日
本
に
帰
港
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　6月、JBWSS（日本水上安全・安全運航サミット）
に参加するため、米国の水上安全を統括するUSCG（米
国沿岸警備隊）本庁のスコット・ジョンソン課長を
はじめ、北米水上安全組織関係者9名が来日しました。
　来日中の5日、横浜海上防災基地で行われた「カ
ヌー及びSUPの安全運航技術の確認※及び意見交換
会」では、日米の海上保安機関とカヌー及びSUP関
係者が一堂に会することで、日本の民間関係者の安
全意識の高揚に繋がると共に、参加した米国関係者

からも高い評価が得られました。
　北米水上安全組織関係者一行は、翌6日に海上保
安庁を表敬訪問し、日米の水上安全の相違等を議題
に積極的な意見交換を行いました。7、8日に東京海
洋大学で開催されたJBWSSでは、日米の官民65団
体が参加する中、米国の水上安全の取組みについて
の報告があるなど、日米の水上安全協力体制の構築
に大きく寄与することとなりました。

　８月５日、東京港晴海ふ頭において、警視庁、東
京都港湾局、東京消防庁及び公益財団法人東京都公
園協会が参加した合同訓練を実施しました。訓練には、
石井国土交通大臣をはじめ、多数のセキュリティ関
係者にご視察いただくとともに、大臣から訓練参加
者に激励をいただきました。
　「逃走船舶の追跡・捕捉」事案を想定した訓練等

を通して、各機関との連携強化や事案対処能力の向
上を図りました。
　また、訓練当日は気温35度以上の猛暑日であり、
大会期間中における酷暑対策装備の１つである、保
冷剤の入った「クーリングベスト」の効果も確認で
きました。

※ 技術確認の結果は、海上保安庁の「ウォーターセーフティガイド」に、カヌー
及びSUPの安全啓発動画として掲載予定です。

https://www6.kaiho.
mlit.go.jp/info/
marinesafety/00_
totalsafety.html

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
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ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
１
年

～
官
民
一
体
と
な
っ
た
合
同
訓
練
を
実
施
～
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大臣激励

カヌーの安全運航技術の確認

ＪＢＷＳＳ

本庁表敬訪問及び意見交換会

流出油被害拡大防止訓練

追跡・捕捉訓練

東京都公園協会の水上バス船内での不審者制圧訓練

「ウォーターセーフティガイド」とは、カヌー、
SUP、水上オートバイ、ミニボート、遊泳な
どのウォーターアクティビティについて、誰
もが安全に安心して楽しむために知ってほし
い情報をまとめた総合安全情報サイトです。



国
境
管
区
の
幅
広
い
事
案
に
対
応

　
福
岡
空
港
に
拠
点
を
構
え
る
福
岡
航
空
基
地

は
、第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
所
属
の
航
空
基

地
と
し
て
九
州
北
部
お
よ
び
山
口
県
西
方
の
海

域
を
管
轄
す
る
。海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
る
関

門
海
峡
を
は
じ
め
、日
本
海
と
東
シ
ナ
海
を
結

ぶ
対
馬
海
峡
や
、太
平
洋
へ
と
繋
が
る
豊
後
水

道
を
擁
し
、外
国
船
舶
の
往
来
や
漁
船
の
操
業

も
多
く
、さ
ら
に
釣
り
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
も
盛

ん
。そ
し
て
何
よ
り
海
を
挟
ん
で
中
国
や
韓
国

と
接
す
る
国
境
管
区
だ
。

　
福
岡
航
空
基
地
が
設
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
49

年
12
月
の
こ
と
。職
員
10
名
ほ
ど
で
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
が
、現
在
は
総
員
76
名
と
な
り
、固
定

翼
で
あ
る
ビ
ー
チ
３
５
０
を
2
機
、回
転
翼
の

ア
グ
ス
タ
１
３
９
を
2
機
と
い
う
4
機
体
制
が

整
っ
て
い
る
。平
成
14
年
か
ら
は
機
動
救
難
士

が
配
置
さ
れ
、平
成
22
年
に
は
業
務
統
括
管
理

官
が
、さ
ら
に
平
成
27
年
に
は
航
空
情
報
官
が

配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、業
務
範
囲
が
広
が

る
と
共
に
人
員
、装
備
共
に
拡
充
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
。航
空
基
地
に
機
動
救
難
士
が

配
置
さ
れ
た
の
は
こ
の
福
岡
航
空
基
地
が
全
国

初
で
あ
り
、管
理
課
が
設
け
ら
れ
た
の
は
羽
田
、

関
西
、中
部
、那
覇
に
次
ぐ
5
番
目
だ
。

　
「
元
々
九
州
全
体
を
管
轄
し
て
い
た
第
七
管

区
で
す
が
、九
州
を
二
分
し
て
第
七
管
区
が
北

部
を
、第
十
管
区
が
南
部
を
受
け
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
も
う
か

が
え
る
よ
う
に
、九
州
は
事
案
の
多
い
地
域
で

す
」と
説
明
す
る
の
は
福
岡
航
空
基
地
の
小
野

 かいほジャーナル 80号  4



寺
正
則
基
地
長
だ
。「
入
江
や
島
が
多
く
海
岸
線

は
複
雑
。多
種
多
様
な
事
案
が
発
生
す
る
中
で
、

海
難
救
助
か
ら
法
令
取
締
り
、調
査
、輸
送
業
務

な
ど
、管
内
に
20
箇
所
あ
る
保
安
部
署
が
扱
う

事
案
に
幅
広
く
、迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
」と

続
け
た
。

一刻
を
争
う
現
場
に
急
行

　
今
年
2
月
に
福
岡
県
の
灯
台
瀬
で
発
生
し
た

乗
揚
げ
船
乗
員
救
助
で
は
、船
長
か
ら
の

１
１
８
番
通
報
を
受
け
て
浸
水
し
た
貨
物
船
か

ら
船
員
5
名
を
救
助
し
た
。こ
の
時
は
夜
間
、そ

れ
も
荒
天
の
中
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
傾
い
た
貨

物
船
に
機
動
救
難
士
が
降
下
し
吊
上
げ
救
助
を

行
っ
た
。「
航
空
基
地
に
機
動
救
難
士
が
配
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
、こ
の
よ
う
な
事
案
に
も
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
急
行
し
、迅
速
に
対
応
で
き
ま
す
」

と
小
野
寺
基
地
長
。

　

ま
た
同
じ
く
今
年
4
月
に
は
壱
岐
島
で
、

釣
り
人
が
崖
か
ら
8
メ
ー
ト
ル
転
落
す
る
事
故

が
発
生
。地
元
の
消
防
が
釣
り
人
を
崖
の
上
ま

で
引
き
上
げ
、そ
こ
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
吊
上

げ
救
助
し
壱
岐
空
港
ま
で
搬
送
し
た
。8
メ
ー

ト
ル
も
の
高
さ
か
ら
滑
落
し
な
が
ら
も
、肩
の

脱
臼
で
済
み
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
幸
い

だ
っ
た
。翌
5
月
に
は
タ
ン
カ
ー
か
ら
の
１
１
８

番
通
報
を
受
け
、急
病
人
を
九
州
大
学
病
院
の

屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
ま
で
搬
送
し
て
医
師
に
引
き

継
い
だ
。眩
暈
と
耳
鳴
り
を
訴
え
、そ
の
後
ろ
れ

つ
が
回
ら
な
く
な
っ
た
要
救
助
者
を
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
内
で
処
置
し
な
が
ら
の
搬

送
だ
っ
た
。

航空機の機動力を生かし
国境管区の海を守る

取材・文／中島 敦（オンサイト）

いざというとき航空機でいち早く現場に駆け付け
捜索や救助の初動を担う航空基地
福岡航空基地は、多くの船舶が行き交い
マリンレジャーで賑わう国境管区の海を守り
多様化する事案への対応に邁進している

本庁で航空機課の行政に携わり、熊本海上保安部長、隠岐
海上保安署長などを歴任。「国境離島の隠岐では良い経験
を積みました」という小野寺基地長。前任の千歳航空基地
を経て4月に福岡航空基地で二度目の基地長に就任。
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い
ず
れ
の
事
案
も一刻
を
争
う
も
の
で
あ
り
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
機
動
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ

た
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。ま
た
、い
か
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
機
動
力
に
優
れ
て
い
る
と
は
い
え
、

時
に
は
機
内
で
の
処
置
が
要
救
助
者
の
生
命
を

左
右
す
る
こ
と
も
あ
る
。機
動
救
難
士
の
内
、数

名
は
救
急
救
命
士
の
資
格
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、

現
場
で
適
切
な
救
急
救
命
処
置
を
施
す
こ
と
が

で
き
る
の
も
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

絶
え
間
な
い
訓
練
の
日
常

　
し
ば
し
ば
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
船
や
岩
場
と

い
っ
た
現
場
に
リ
ぺ
リ
ン
グ
降
下
す
る
。往
々
に

し
て
荒
天
時
に
海
難
が
発
生
す
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、降
下
先
で
あ
る
船
体
が
波
で
上
下
し
激

し
く
揺
れ
て
い
た
り
、マ
ス
ト
や
ロ
ー
プ
が
邪
魔

に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。夜
間
や
雨
で
十
分

な
視
界
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
機
動
救
難
士
は
日
々
の
訓
練
を
通

じ
て
、こ
の
よ
う
な
悪
条
件
下
で
も
、確
実
に
安

全
に
降
下
す
る
た
め
の
技
術
と
体
力
の
錬
成
に

励
ん
で
い
る
。ま
た
船
上
に
降
下
し
た
際
に
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
の
干
渉
を
避
け
る
た
め
即
座

に
ロ
ー
プ
を
外
す
必
要
が
あ
る
が
、海
上
保
安
庁

で
は
安
全
で
あ
り
な
が
ら
片
手
で
迅
速
に
ロ
ー

プ
を
外
せ
る
専
用
の
降
下
器
を
独
自
開
発
し
現

場
で
活
用
し
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、1
件
1
件
異

な
る
現
場
で
多
様
な
状
況
に
対
応
す
る
機
動
救

難
士
に
強
靭
な
体
力
は
も
と
よ
り
高
い
技
術
と

幅
広
い
知
識
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
、そ
れ
は
特
殊
救
難
隊
出
身
の
機
動
救

難
士
が
多
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。さ
ら

既に十分な技量、体力を身に着けている機動救難
士だが、日々の訓練は欠かさない。要救助者に見立
てたダミー人形に、救急救命処置を実施していると
ころ（写真左）。上の写真は、気管チューブによる気
道確保を実施しているところ。

に
搬
送
中
の
処
置
に
つ
い
て
も
、知
識
の
向
上
と

訓
練
を
欠
か
す
こ
と
は
な
い
。

　
多
種
多
様
な
事
案
に
対
応
し
て
い
る
福
岡
航

空
基
地
の
状
況
に
つ
い
て
小
野
寺
基
地
長
は
、

「
年
間
の
救
難
は
80
件
前
後
で
す
。機
動
救
難
士

が
対
応
し
て
い
ま
す
が
、救
助
す
る
数
は
だ
い

た
い
20
数
名
ほ
ど
。多
く
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら

の
吊
上
げ
救
助
で
す
。全
国
的
な
比
較
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、事
案
は
多
い
方
だ
と
思
い
ま
す
」

と
説
明
す
る
。ち
な
み
に
年
間
の
吊
上
げ
救
助

人
数
は
平
成
25
年
度
以
降
、14
名
、13
名
、10

名
、11
名
と
推
移
し
て
き
た
が
、平
成
29
年
度
に

は
21
名
、そ
し
て
平
成
30
年
度
に
20
名
と
、近
年

増
加
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。

常
に
変
化
に
対
応
し
進
化

　
事
故
や
救
難
以
外
に
も
航
空
基
地
で
扱
う
事

案
の
幅
は
広
が
っ
て
い
る
。6
月
に
福
岡
で
Ｇ
20

福
岡
財
務
大
臣・中
央
銀
行
総
裁
会
議
が
開
催

さ
れ
た
が
、こ
の
時
は
巡
視
船
艇
と
連
携
し
な

が
ら
航
空
機
で
警
戒
監
視
を
行
っ
た
。ま
た
油

の
排
出
な
ど
広
範
囲
で
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
海
上
犯
罪
に
対
し
て
は
、第
七
管
区
海
上
保

安
本
部
の
指
揮
の
下
で
上
空
か
ら
の
監
視・採

証
活
動
を
行
い
、複
数
の
部
署
と
連
携
し
て
取

締
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
、大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
の

が
台
風
や
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害
だ
。平
成
29

年
に
発
生
し
た
九
州
北
部
の
豪
雨
災
害
で
は
、

第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
に
災
害
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、こ
の
時
は
広
島
と
鹿
児
島
の
航
空

基
地
か
ら
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
、特
殊
救
難
隊
も
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動
員
さ
れ
て
の
救
助
活
動
と
な
っ
た
。福
岡
航

空
基
地
を
拠
点
と
し
て
救
助
活
動
を
続
け
、37

名
の
方
を
救
助
し
た
。こ
の
よ
う
に
陸
上
災
害

で
あ
っ
て
も
海
上
保
安
庁
が
対
応
す
る
こ
と
が

改
善
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、肝
に
な

る
の
は
そ
れ
ら
の
指
針
を
職
員
が
ど
う
理
解

し
、実
践
す
る
か
だ
ろ
う
。

　
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
、整
備
士
、通
信
士
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
に
業
務
は
異
な
り
ま
す
が
、一生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
面
白
さ
を
知
り
、自
主

性
を
持
っ
て
知
識
や
技
能
を
向
上
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。自
分
達
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ

て
遂
行
し
て
い
く
活
気
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
。国
境
管
区
と
い
う
地
勢
的
な
背
景
か
ら
、こ

こ
は
ど
ん
な
事
案
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
と
こ
ろ
で
す
が
ベ
テ
ラ
ン
の
職
員
も
多
く
、業

務
を
通
じ
て
吸
収
す
べ
き
も
の
が
多
々
あ
り
ま

す
。お
互
い
に
知
識
技
能
を
高
め
合
い
な
が
ら

活
気
あ
る
職
場
に
し
て
い
き
た
い
」と
言
葉
を

結
ん
だ
。

訓練棟のクライミングウォールには、『海猿』の羽住英一郎監督や
主演した伊藤英明のサインが残っている。

事
案
対
応
後
、
基
地
に
戻
っ
た
ビ
ー
チ
３
５
０
に
給
油
し
、
点

検
・
整
備
す
る
。ち
ょっ
と
し
た
塗
装
の
膨
ら
み
や
ザ
ラ
つ
き
な

ど
も
見
逃
す
こ
と
な
く
、
大
き
な
不
具
合
に
な
る
前
に
対
処
し

て
い
る
。

増
え
て
お
り
、海
だ
け
で
な
く
陸
上
も
カ
バ
ー

す
る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
多
様
な
業
務
に
迅
速
に
対
応
す
る
べ
く
、福

岡
航
空
基
地
で
は
航
空
機
の
整
備
体
制
を
見
直

し
、シ
フ
ト
勤
務
体
制
を
採
用
し
た
。早
朝
出
勤

と
午
後
出
勤
の
2
シ
フ
ト
制
と
し
効
率
的
に
作

業
を
進
め
る
こ
と
で
、エ
ン
ジ
ン
交
換
な
ど
複
雑

な
作
業
も
含
め
て
整
備
期
間
の
短
縮
を
実
現
し

た
の
だ
。

　
「
海
難
救
助
に
限
ら
ず
、航
空
機
に
求
め
ら
れ

る
期
待
は
高
く
、内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
」

と
小
野
寺
基
地
長
は
言
う
。「
い
ざ
と
い
う
と
き

に
航
空
機
が
飛
べ
な
い
、で
は
困
る
の
で
そ
の
た

め
の
整
備
期
間
短
縮
で
す
。ま
た
、犯
罪
の
監
視

活
動
な
ど
、従
来
は
船
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
航

空
機
も
担
う
よ
う
に
な
り
、そ
れ
に
伴
っ
て
装
備

面
も
強
化
さ
れ
、上
空
か
ら
の
監
視
能
力
も
高

ま
り
ま
し
た
。犯
罪
に
限
ら
ず
、船
舶
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
把
握
し
た
り
、海
上

の
捜
索
に
も
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。た
だ
、

装
備
さ
れ
た
機
器
を
扱
う
に
は
相
応
の
技
能
が

必
要
で
す
か
ら
、機
器
を
扱
う
通
信
士
は
改
め

て
研
修
訓
練
が
必
要
に
な
り
ま
す
。通
信
士
に

限
ら
ず
、新
た
な
技
術
や
役
割
に
取
り
組
み
、対

応
で
き
る
業
務
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
」

　
業
務
が
多
様
化
し
、迅
速
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
航
空
基
地
。い
ざ
大
規
模
な
事
案
が
発
生

す
れ
ば
拠
点
と
な
り
、他
管
区
や
特
殊
救
難
隊

と
連
携
す
る
な
ど
、複
雑
な
運
用
支
援
に
応
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。高
ま
る
期
待
に
応
え
る
べ

く
、小
野
寺
基
地
長
は
4
つ
の
航
空
基
地
運
営

の
指
針
を
掲
げ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
最
近
の
事
件・事
故
の
傾
向
と
特
徴

を
掴
み
、対
処
手
法
を
見
直
す
こ
と
。国
境
管
区

で
あ
り
漁
業
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
も
盛
ん
な
地

域
の
特
徴
を
理
解
し
、変
化
し
て
い
く
事
案
の

傾
向
や
特
徴
を
把
握
し
て
捜
査
や
救
助
の
手
法

を
絶
え
ず
再
確
認
し
進
化
さ
せ
る
。言
葉
に
す

る
の
は
簡
単
だ
が
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
識
を

持
っ
て
、常
に
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
姿
勢
が

求
め
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
航
空
機
の
操
縦
技
術
と
整
備
能
力
の

向
上
。厳
し
い
現
場
で
も
安
全
な
飛
行
を
実
現

し
、ま
た
、常
に
そ
の
性
能
を
存
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
万
全
に
整
備
し
て
お
く
。先
に
上
げ
た

整
備
の
シ
フ
ト
勤
務
体
制
も
そ
の一環
だ
。

　
さ
ら
に
、基
本
事
項
の
徹
底
、マ
ン
ネ
リ
化
防

止
、環
境
改
善
に
よ
る
安
全
管
理
。基
本
的
な
事

は
繰
り
返
し
て
い
く
と
、ど
う
し
て
も
マ
ン
ネ
リ

化
し
や
す
い
。そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
を
常

に
考
え
実
行
す
る
。ま
た
、機
材
を
含
め
て
作
業

現
場
の
環
境
改
善
に
も
取
り
組
む
。

　
最
後
に
、規
律
と
活
気
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
。

海
上
保
安
官
と
い
う
立
場
上
、規
律
は
し
っ
か

り
と
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、あ
ま
り
に

締
め
付
け
て
活
気
が
な
く
な
る
の
は
望
ま
し
い

姿
で
は
な
い
と
、活
気
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組

む
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
る
と
い
う
。

　
実
は
、福
岡
航
空
基
地
で
は
過
去
に
二
度
、事

故
が
起
き
て
い
る
。そ
れ
だ
け
に
安
全
対
策
に

は
力
を
入
れ
継
続
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。掲
げ
ら
れ
た
4
つ
の
指
針
は
、そ
れ
ぞ

れ
に
意
識
の
向
上
や
技
術
技
能
の
向
上
、環
境
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整備はもちろんですが、整備士は飛行中、パイ
ロットの後ろで計器を確認し、音や振動で不

具合の兆候がないかをチェックしています。万が一
不具合が出たときには、どう対応すべきかをパイロ
ットに伝えますし、またヘリコプターや巡視船が来
る前に、救助する対象を見失わないように発煙筒を
投下するのも整備士の仕事です。
　整備はシビアに行い、日常点検では「いつもと違
うこと」がないかに注意します。例えばちょっとした
膨らみがあったり塗装が剥げそうだったりすると、
塗装の下にクラックが入っていることもあります。
以前、燃料のわずかな沁みがあって詳細に確認した
ら配管の繋ぎ目で漏れていたことがあります。5名
の班で2機を担当していますが、自分達でどう整備
しているのか把握している機体ですから不安はあり
ません。必ずマニュアルに沿って整備しますし、マニ
ュアルに記載がない場合はメーカーに問い合わせ
し、自分の考えだけで判断せずに、必ず根拠を元に
整備しています。

『自分で整備するからこそ安心して飛べる』

松尾 拓弥 Takuya Matsuo  平成22年10月入庁　山口県出身

Mechanic 整備士

飛行機の主な業務はしょう戒です。国境に接す
る管区ですから、外国漁船が違法操業を行っ

ていないか、見慣れない船がいないか等、しっかり
上空から目を光らせています。以前は警備、しょう
戒、救難というイメージでしたが、最近は例えば海
洋情報部の依頼で低潮線の調査を行ったり、航空機
から海底の地形をレーザー測定するなど、業務の幅
も広がっています。
　救助というとヘリコプターからの吊上げがイメー
ジされますが、飛行機はその事前段階の“目の役
割”。先行して天候を確認し、ヘリコプターが飛べる
ようであれば出動させる。予め現場の状況を伝えて
おくことですぐに救助に入ることができる。そういう
連携を取っています。
　パイロットというのは海上保安業務を遂行するた
めのひとつのツール。船では見つけることができない
違反を上空から見つけたり、船との連携で取締りを行
ったり。成果が出ればやる気に繋がりますから、いつ
でも「飛べるか？」って声を掛けて欲しいですね。

『パイロットはツール。積極的に活用して欲しい』

白川 智隆 Tomotaka Shirakawa  平成18年4月入庁 福岡県出身

Pilot 飛行士
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潜水士になる前ですが、人が沈んでいると通報
を受け現場に駆け付けたことがあります。「早

く助けて！」と言われるのに潜ることができない。一
般の方は海上保安官＝潜水士というイメージがあり
ますが、潜水士でない自分は潜れない。それがこの
道に進むきっかけとなり、さらに救急救命士の資格
も取りました。この仕事は救急と救助、両方の能力
を兼ね備えていなければ成り立たない。そこに自分
が必要とされているというやりがいを感じます。
　鬼怒川が氾濫して出動し、外国人の子供を救助し
たときには、言葉が通じず不安だったその子に英語
で「僕はスーパーマンなんだよ」って笑顔で言って和
ませたことがあります。潜水士になるとき教官から
「大事なのは思いやりだ」と指導され、そのまま今ま
で来ている気がします。要救助者だけでなく、その
方の家族や一緒に船に乗っていた仲間の不安にも、
思いやりの目を持って接していけるような人でいた
いですね。

『要救助者だけでなく、その家族まで思いやれる気持ちを』

森山 将樹 Masaki Moriyama  平成16年10月入庁　長崎県出身

Mobile Rescue Technician 機動救難士

通信士として巡視船に乗ったこともありますが、
一度航空基地に配属されてからは航空の世

界にいます。航空機では情報収集や採証活動など
船とは異なる業務もあり、そういったことを勉強し
知識をつけ、それなりに一人前になって少しずつ面
白さが見えてきたところです。
　ヘリコプターであれば、5人のクルーに機動救難
士2名が乗り込みますが、乗員は毎回入れ替わりま
す。最初はこの毎回クルーが変わるということに違
和感もありました。誰が正しい、何が正しいというの
ではなく、人それぞれに考え方が違う部分はあり、
得手不得手もあります。自分としては、そんな中で
コミュニケーションを取り信頼関係を築いて「佐々
木が乗るなら安心だ」と言われたらすごく嬉しいし、
励みにもなると思っています。
　以前、通信士は第三者的な立場で現場を見る位
置にいると言われたことがあります。自分がやるべ
き仕事はもちろんですが、救助の現場をしっかりと
把握して周囲に目配り、気配りができるよう心がけ
ています。

『現場を俯瞰して、目配り、気配りができるように』

佐々木 和人 Kazuto Sasaki  平成19年4月入庁　長崎県出身

Correspondent 通信士
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東
日
本
大
震
災
も
経
験
し
た
ベ
テ
ラ
ン
機
長
が
語
る
救
助
の
現
場

「
ベ
ス
ト
は
尽
く
し
た
。

  
で
も
そ
れ
は
本
当
に

  

ベ
ス
ト
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？
」

福
岡
航
空
基
地
が
対
応
し
た
主
な
事
案

日　
付

事　
件　
概　
要

昭　　和

51
年
2
月
6
日

福
岡
県
芦
屋
妙
見
埼
北
東
に
お
い
て
座
礁

し
た
韓
国
籍
貨
物
船
か
ら
乗
組
員
7
名
を

吊
上
げ
救
助

51
年
10
月
11
日

福
岡
県
藍
井
島
の
磯
場
か
ら
孤
立
し
た
釣

人
17
名
を
吊
上
げ
救
助

52
年
5
月
15
日

長
崎
県
壱
岐
北
方
の
座
礁
船
か
ら
乗
組
員

10
名
を
吊
上
げ
救
助

52
年
7
月
23
日

福
岡
県
沖
ノ
島
北
方
海
域
に
お
い
て
領
海

侵
犯
し
た
逃
走
不
審
船
の
追
尾

56
年
4
月
19
日

長
崎
県
中
五
島
西
岸
の
磯
場
か
ら
釣
人
26

名
を
吊
上
げ
救
助

60
年
11
月
17
日

山
口
県
角
島
灯
台
南
西
に
お
い
て
浸
水
沈

没
し
た
韓
国
籍
船
舶
か
ら
乗
組
員
10
名
を

救
助
、8
名
を
遺
体
で
発
見・揚
収

平　　成

2
年
2
月
25
日

長
崎
県
美
良
島
の
磯
場
か
ら
釣
人
10
名
を

吊
上
げ
救
助

3
年
11
月
17
日

長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
に
伴
う
災
害

対
応

7
年
1
月
17
日

阪
神・淡
路
大
震
災
に
伴
う
災
害
対
応

7
年
10
月
21
日

福
岡
県
沖
ノ
島
北
方
に
お
け
る
転
覆
貨
物

船
か
ら
乗
組
員
8
名
を
吊
上
げ
救
助

10
年
2
月
8
日

山
口
県
六
連
島
沖
に
乗
り
揚
げ
た
ベ
ト
ナ

ム
籍
貨
物
船
か
ら
乗
組
員
21
名
を
吊
上
げ

救
助

11
年
1
月
12
日

長
崎
県
五
島
白
瀬
灯
台
北
北
東
に
お
い
て

沈
没
し
た
タ
ン
カ
ー
の
乗
組
員
を
吊
上
げ

救
助

11
年
5
月
5
日

花
火
大
会
見
物
時
に
座
礁
し
た
ヨ
ッ
ト
か

ら
乗
組
員
6
名
を
吊
上
げ
救
助

12
年
7
月
4
日

福
岡・沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
会
場
警
備　

13
年
9
月
22
日

福
岡
県
沖
ノ
島
北
北
西
に
お
い
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
籍
鮮
魚
運
搬
船
か
ら
乗
組
員
13
名
を

吊
上
げ
救
助　

14
年
7
月
29
日

福
岡
県
小
呂
島
か
ら
の
急
患
搬
送

15
年
10
月
30
日

山
口
県
大
島
北
西
に
乗
り
揚
げ
た
船
舶
か

ら
乗
組
員
1
名
を
吊
上
げ
救
助

16
年
12
月
25
日

長
崎
県
生
月
島
長
瀬
鼻
付
近
の
磯
場
か
ら

釣
人
1
名
を
吊
上
げ
救
助

17
年
7
月
5
日

福
岡
県
相
島
沖
に
お
い
て
転
覆
し
た
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
船
内
か
ら
の
救
助　

17
年
12
月
22
日

ロ
シ
ア
籍
貨
物
船
船
内
に
お
け
る
両
足
切

断
患
者
の
急
患
輸
送

19
年
1
月
30
日

長
崎
県
対
馬
北
端
乗
揚
げ
ヨ
ッ
ト
か
ら
乗

組
員
5
名
を
吊
上
げ
救
助

21
年
1
月
15
日

長
崎
県
壱
岐
北
方
に
お
い
て
漂
流
し
た
タ

グ
ボ
ー
ト
の
曳
航
作
業
対
応

22
年
5
月
19
日

大
分
県
中
津
沖
に
お
い
て
転
覆
し
た
船
舶

か
ら
の
吊
上
げ
救
助　

23
年
3
月
11
日

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
対
応

24
年
4
月
19
日

福
岡
県
筑
前
大
島
沖
の
転
覆
船
か
ら
の
吊

上
げ
救
助　

25
年
3
月
4
日

長
崎
県
対
馬
沖
に
お
い
て
漁
船
か
ら
負
傷

者
1
名
を
吊
上
げ
救
助

26
年
5
月
3
日

山
口
県
阿
武
町
の
磯
場
か
ら
釣
人
2
名
を

吊
上
げ
救
助

27
年
5
月
29
日

鹿
児
島
県
口
永
良
部
島
噴
火
に
伴
う
災
害

対
応

29
年
7
月

九
州
北
部
豪
雨
災
害
対
応

31
年
2
月
1
日

福
岡
県
灯
台
瀬
付
近
乗
揚
げ
貨
物
船
か
ら

乗
組
員
5
名
を
吊
上
げ
救
助

31
年
4
月
3
日

長
崎
県
壱
岐
の
磯
場
に
お
い
て
転
落
・
負
傷

し
た
釣
人
1
名
を
吊
上
げ
救
助

令　和

元
年
5
月
21
日

福
岡
県
筑
前
大
島
北
西
に
お
い
て
タ
ン

カ
ー
か
ら
傷
病
者
を
吊
上
げ
救
助

元
年
6
月

Ｇ
20
福
岡
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議

警
戒
監
視

元
年
8
月
24
日

福
岡
県
筑
前
大
島
北
東
に
お
い
て
大
型
客

船
か
ら
の
傷
病
者
吊
上
げ
救
助

　
「
第
七
管
区
は
海
難
が
多
い
ん
で
す
よ
。釣
り

人
も
多
い
し
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
も
盛
ん
。漁
船
の

救
助
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」と
語
る
の
は
、福

岡
航
空
基
地
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
務
め
る
田
島
康
志
主
任
飛
行
士
だ
。エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
勤
務
し
て
い
た
が
、

「
ど
う
し
て
も
航
空
機
に
関
わ
り
た
い
」と
海
上

保
安
庁
の
扉
を
叩
い
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。

予
め
固
定
翼
の
免
許
も
取
得
し
て
い
た
が
、入

庁
後
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
っ
た

ベ
テ
ラ
ン
だ
。

　
数
々
の
現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
田
島
の
経
歴

の
中
で
、今
も
強
く
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
の

は
や
は
り
東
日
本
大
震
災
だ
と
い
う
。当
時
宮

城
分
校
で
教
官
を
務
め
て
い
た
田
島
は
、3
月

11
日
も
教
官
室
で
執
務
中
だ
っ
た
。地
震
発
生

後
、整
備
教
官
と
共
に
教
育
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

被
災
地
上
空
を
飛
び
、津
波
が
街
を
飲
み
込
む

様
子
を
ま
ざ
ま
ざ
と
目
撃
し
た
。

　
「
津
波
の
キ
ワ
を
沿
う
よ
う
に
飛
び
ま
し
た

が
、記
録
映
像
を
撮
る
以
外
は
何
も
で
き
な
か
っ

た
」

　
田
島
の
操
縦
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、被
害
状

に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。も
ち

ろ
ん
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
最
短
時
間
で
現
場
に

向
か
い
ま
し
た
が
、も
う
少
し
早
く
飛
び
立
て

な
か
っ
た
の
か
？　
も
う
少
し
速
く
飛
べ
な
か
っ

た
の
か
？　
と
今
で
も
振
り
返
り
ま
す
」

　
具
体
的
に
何
か
が
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。そ
れ
で
も「
あ
と
5
分
早
く
到
着
し
て
い

た
ら
」と
い
う
思
い
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
。

　
事
案
が
多
い
第
七
管
区
だ
が
、こ
れ
ま
で
の

経
験
を
通
じ
て
田
島
が
意
識
し
て
い
る
の
は
、

チ
ー
ム
全
体
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ
な
す
こ
と
だ
と

い
う
。

　
「
昔
は
機
長
の
腕
さ
え
良
け
れ
ば
吊
上
げ
救

助
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、や
は
り
個

人
の
能
力
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。定
点
で
ホ
バ
リ

ン
グ
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦
と
、そ
こ
ま
で
機

体
を
誘
導
し
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
い
吊
り

上
げ
る
ホ
イ
ス
ト
マ
ン
、現
場
と
基
地
と
の
情

報
の
や
り
と
り
を
円
滑
に
す
る
通
信
士
、不
安

定
な
状
況
で
降
下
す
る
機
動
救
難
士
。こ
の
4

者
の
能
力
を
さ
ら
に
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
」

況
を
確
認
し
な
が
ら
自
衛
隊
の
霞
目
駐
屯
地
に

着
陸
す
る
。仙
台
基
地
や
空
港
が
被
災
し
基
地

機
能
が
麻
痺
す
る
中
で
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
あ
り

ク
ル
ー
も
揃
っ
て
い
る
田
島
ら
は
何
を
す
べ
き

か
を
考
え
、消
防
機
能
を
回
復
さ
せ
る
た
め
消

防
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
向
か
い
、孤
立
し
て
い
た
消

防
署
の
人
達
が
稼
働
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
そ
の
後
、3
日
間
ぐ
ら
い
夜
通
し
で
動
い
て

い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
徐
々
に
基
地
機
能
が
回

復
し
統
制
が
取
れ
て
き
た
。あ
の
時
は
、極
限
状

態
の
中
、自
分
達
の
や
る
べ
き
事
、出
来
る
事
、問

題
点
の
あ
ぶ
り
出
し
等
、ク
ル
ー
の
能
力
を
全
て

引
き
出
し
て
対
応
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
も
う
ひ
と
つ
、田
島
が
今
で
も
思
い
返
す
事

案
が
あ
る
。漁
船
の
船
員
が
ケ
ガ
を
し
、出
血
多

量
と
な
っ
た
事
故
が
発
生
し
、対
応
し
た
事
案

だ
。夜
間
、そ
れ
も
か
な
り
の
悪
天
候
で「
ギ
リ

ギ
リ
行
け
る
か
行
け
な
い
か
と
い
う
状
況
」で

現
場
に
到
着
し
、機
動
救
難
士
が
船
に
降
下
し

て
吊
上
げ
救
助
し
た
の
だ
が
、彼
ら
が
到
着
す

る
直
前
に
要
救
助
者
は
心
肺
停
止
と
な
り
、帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　
「
あ
と
10
分
、い
や
5
分
早
け
れ
ば
心
肺
停
止

パイロット

田島 康志 Koushi Tajima 
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福
岡
航
空
基
地
が
対
応
し
た
主
な
事
案

日　
付

事　
件　
概　
要

昭　　和

51
年
2
月
6
日

福
岡
県
芦
屋
妙
見
埼
北
東
に
お
い
て
座
礁

し
た
韓
国
籍
貨
物
船
か
ら
乗
組
員
7
名
を

吊
上
げ
救
助

51
年
10
月
11
日

福
岡
県
藍
井
島
の
磯
場
か
ら
孤
立
し
た
釣

人
17
名
を
吊
上
げ
救
助

52
年
5
月
15
日

長
崎
県
壱
岐
北
方
の
座
礁
船
か
ら
乗
組
員

10
名
を
吊
上
げ
救
助

52
年
7
月
23
日

福
岡
県
沖
ノ
島
北
方
海
域
に
お
い
て
領
海

侵
犯
し
た
逃
走
不
審
船
の
追
尾

56
年
4
月
19
日

長
崎
県
中
五
島
西
岸
の
磯
場
か
ら
釣
人
26

名
を
吊
上
げ
救
助

60
年
11
月
17
日

山
口
県
角
島
灯
台
南
西
に
お
い
て
浸
水
沈

没
し
た
韓
国
籍
船
舶
か
ら
乗
組
員
10
名
を

救
助
、8
名
を
遺
体
で
発
見・揚
収

平　　成

2
年
2
月
25
日

長
崎
県
美
良
島
の
磯
場
か
ら
釣
人
10
名
を

吊
上
げ
救
助

3
年
11
月
17
日

長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
に
伴
う
災
害

対
応

7
年
1
月
17
日

阪
神・淡
路
大
震
災
に
伴
う
災
害
対
応

7
年
10
月
21
日

福
岡
県
沖
ノ
島
北
方
に
お
け
る
転
覆
貨
物

船
か
ら
乗
組
員
8
名
を
吊
上
げ
救
助

10
年
2
月
8
日

山
口
県
六
連
島
沖
に
乗
り
揚
げ
た
ベ
ト
ナ

ム
籍
貨
物
船
か
ら
乗
組
員
21
名
を
吊
上
げ

救
助

11
年
1
月
12
日

長
崎
県
五
島
白
瀬
灯
台
北
北
東
に
お
い
て

沈
没
し
た
タ
ン
カ
ー
の
乗
組
員
を
吊
上
げ

救
助

11
年
5
月
5
日

花
火
大
会
見
物
時
に
座
礁
し
た
ヨ
ッ
ト
か

ら
乗
組
員
6
名
を
吊
上
げ
救
助

12
年
7
月
4
日

福
岡・沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
会
場
警
備　

13
年
9
月
22
日

福
岡
県
沖
ノ
島
北
北
西
に
お
い
て
カ
ン
ボ

ジ
ア
籍
鮮
魚
運
搬
船
か
ら
乗
組
員
13
名
を

吊
上
げ
救
助　

14
年
7
月
29
日

福
岡
県
小
呂
島
か
ら
の
急
患
搬
送

15
年
10
月
30
日

山
口
県
大
島
北
西
に
乗
り
揚
げ
た
船
舶
か

ら
乗
組
員
1
名
を
吊
上
げ
救
助

16
年
12
月
25
日

長
崎
県
生
月
島
長
瀬
鼻
付
近
の
磯
場
か
ら

釣
人
1
名
を
吊
上
げ
救
助

17
年
7
月
5
日

福
岡
県
相
島
沖
に
お
い
て
転
覆
し
た
プ
レ

ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
船
内
か
ら
の
救
助　

17
年
12
月
22
日

ロ
シ
ア
籍
貨
物
船
船
内
に
お
け
る
両
足
切

断
患
者
の
急
患
輸
送

19
年
1
月
30
日

長
崎
県
対
馬
北
端
乗
揚
げ
ヨ
ッ
ト
か
ら
乗

組
員
5
名
を
吊
上
げ
救
助

21
年
1
月
15
日

長
崎
県
壱
岐
北
方
に
お
い
て
漂
流
し
た
タ

グ
ボ
ー
ト
の
曳
航
作
業
対
応

22
年
5
月
19
日

大
分
県
中
津
沖
に
お
い
て
転
覆
し
た
船
舶

か
ら
の
吊
上
げ
救
助　

23
年
3
月
11
日

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
対
応

24
年
4
月
19
日

福
岡
県
筑
前
大
島
沖
の
転
覆
船
か
ら
の
吊

上
げ
救
助　

25
年
3
月
4
日

長
崎
県
対
馬
沖
に
お
い
て
漁
船
か
ら
負
傷

者
1
名
を
吊
上
げ
救
助

26
年
5
月
3
日

山
口
県
阿
武
町
の
磯
場
か
ら
釣
人
2
名
を

吊
上
げ
救
助

27
年
5
月
29
日

鹿
児
島
県
口
永
良
部
島
噴
火
に
伴
う
災
害

対
応

29
年
7
月

九
州
北
部
豪
雨
災
害
対
応

31
年
2
月
1
日

福
岡
県
灯
台
瀬
付
近
乗
揚
げ
貨
物
船
か
ら

乗
組
員
5
名
を
吊
上
げ
救
助

31
年
4
月
3
日

長
崎
県
壱
岐
の
磯
場
に
お
い
て
転
落
・
負
傷

し
た
釣
人
1
名
を
吊
上
げ
救
助

令　和

元
年
5
月
21
日

福
岡
県
筑
前
大
島
北
西
に
お
い
て
タ
ン

カ
ー
か
ら
傷
病
者
を
吊
上
げ
救
助

元
年
6
月

Ｇ
20
福
岡
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議

警
戒
監
視

元
年
8
月
24
日

福
岡
県
筑
前
大
島
北
東
に
お
い
て
大
型
客

船
か
ら
の
傷
病
者
吊
上
げ
救
助

　
そ
の一方
、チ
ー
ム
全
体
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
こ
な

し
人
命
を
救
助
し
た
事
案
も
ま
た
、田
島
の
心

に
強
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
「
4
、5
年
前
で
し
ょ
う
か
。沈
ん
だ
転
覆
船

の
中
に
特
殊
救
難
隊
の
隊
員
が
入
っ
て
要
救
助

者
を
引
き
上
げ
た
の
で
す
が
、そ
の
時
点
で
既

に
心
肺
停
止
状
態
で
し
た
。で
も
、機
内
に
お
け

る
心
肺
蘇
生
の
救
急
救
命
処
置
で
息
を
吹
き
返

し
、待
機
し
て
い
た
救
急
車
に
引
き
継
い
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ヘ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
に
行
っ
て
、吊

り
上
げ
て
、蘇
生
さ
せ
て
帰
っ
て
く
る
。一連
の
ヘ

リ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
醍
醐
味
を
そ
の
時
体
感
し
ま

し
た
。こ
の
思
い
は
今
で
も
強
く
仲
間
と
も
共

有
し
て
い
ま
す
」

九州北部豪雨
福岡航空基地が扱う事案は種類、数共に多く、救助は海上に限られない。平成 29 年の九州北部豪雨では、 
第七管区海上保安本部に災害対策本部が設置され、福岡航空基地を拠点として救助活動が行われた。

救助の現場を動画配信
機動救難士が貨物船に降
下して救助する様子をご
覧いただけます。

\海上保安庁YouTube/
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6月7日

十管区

鹿児島県知事から第十管区
海上保安本部へ屋久島大雨
災害対応に係る感謝状を拝受

十本部

6月30日

学校

舞
鶴
市
剣
道
連
盟
主
催
の

合
同
訓
練
を
実
施

海
上
保
安
学
校

6月14日

九管区

小
学
校
で

海
洋
環
境
保
全
教
室

伏
木
保
安
部

6月21日

六管区

災害の経験を踏まえ、
ご当地うみまる・うーみん入りの
非常用給水リュックを作成

宇和島保安部

7月30日

学校
航空整備基礎課程
第57期修了式を実施

宮城分校7月23日

二管区
震災復興のシンボル
「めんどくしぇおのくん」とコラボ！
～118番周知・啓発グッズを引渡し～

二本部

7月16日

五管区

オリジナルイラストの
リーフレットで
花火観覧船の
事故ゼロを目指す

神戸保安部

7月16日

三管区
ピカチュウが
海上保安官のお仕事を体験
～当庁業務紹介動画がYouTubeに～

三本部・横浜・羽田基地・特救隊

空編 海編

ⒸJCGF

ⒸJCGF

六管区 宇和島 牛鬼バージョン

七管区 長崎　　
龍踊りバージョン

　作者：大待 雄治郎 次長
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7月3日

一管区
札幌市内の小中高等学校
計３１５校に１１８番を周知

一本部

7月4日

八管区
園児達から
七夕飾りのプレゼント

舞鶴保安部

九本部 アルビレックス新潟主催
試合で周知

海の事故
ゼロキャンペーン

全　国　の　活　動　状　況

令和元年7月16日(火)から31日(水)までの間、
海の事故防止を推進するため、『海の事故ゼロ
キャンペーン』を行い、全国各地で
①小型船舶の海難防止
② 見張りの徹底及び船舶間コミュニケー
ションの促進
③ ライフジャケットの常時着用等自己救命策の確保
を呼びかけました。

8月7日

本庁
冒険！発見！国土交通省
こども霞が関見学デーに協力

政策評価広報室

8月3日

十一管区
夏休み職場体験学習～知ろう！学ぼう！
海保のおしごと～小学生等約120名が参加

十一本部・那覇基地

8月20日

四管区

三
重
県
消
防
学
校
水
難
救
助
教

育
指
導
者
と
の
合
同
訓
練
を
実
施

鳥
羽
保
安
部

8月7日

七管区

厳
原
港
沖
に
て
漁
網
に
絡
ま
っ

た
ウ
ミ
ガ
メ
２
匹
を
救
助
！

対
馬
保
安
部

六本部 ウルトラマンゼロと海難ゼロ作戦

福島 フラガールと
コラボ！

四本部 宮原 和也選手
がポスターに

浜田 ケーブルテレビ
に出演

ⒸJCGF

７月16日
〜

７月31日

2019 ミス日本「海の日」 
髙橋 梨子さん

八管区 隠岐　　
隠岐の牛突きバージョン
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■海上保安庁　〒100-8976 東京都千代田区霞が関2-1-3　Tel. 03-3591-6361　https://www.kaiho.mlit.go.jp/
公式ツイッター https://twitter.com/JCG_koho　公式ユーチューブ https://youtube.com/channel/UC3yxhEkCZKaDa-SdzaWECaQ
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